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さいたま市議会議員（2 期目） 

市民の目線、初心を忘れずに！ 

  佐伯かずみ 

 

 

 
      

 
 

 

 

かずみん市議会活動レポート 

発行/立憲民主・無所属の会さいたま市議団 佐伯かずみ事務所 

〒330-0803 さいたま市大宮区高鼻町 2-69-10 

TEL 048-729-5265 FAX 048-729-5267 

E-mail：info@kazumisaeki.com ホームページは佐伯かずみで検索 2023.5 

佐伯かずみは、性別・年齢・障害・国籍に関わらず誰もが 

参画できる元気なチームさいたま市を目指します。 

さいたま市議会選挙も終わり 

～5月１日より新たな 4年の任期がはじまりました！～ 

 
会派 

私は「立憲民主・無所属の会さいたま市議団」に所属しています。立憲 

の１２人と無所属の 1人を合わせて１３人の会派で、人数的には一番多く 

第１会派となっています。市議会構成は、続いて、公明党１１人、さいたま 

自民党１０人、自民党市議団９人、共産党６人、維新４人、無所属みらい 

３人、無所属４人。 

女性比率２６．６％に 

この統一地方選挙では今までよりも多くの女性が立候補しました。 

さいたま市では今まで女性比率２０％（60人中 12人）でしたが、 

今回２６．6％（16人）に増えました。私たちの会派でも 13人中 7人が女性になりました。 

子育て中の女性議員も 

子育て中の議員が一人いました（出雲議員）が、今回の選挙で新たに会派から、2 人増え、計 3

人になりました。子育て中であっても議員としての仕事がしやすい、そんな環境整備にも、引き

続きこれからも取り組んでいきます。 

役割や責任も 

１期生が４人（北区２人、見沼区 1人、緑区 1人）増え、私は 2期目。会派の総務会長となり、 

会派運営と新たに入られた方のフォロー（がんばります！）など役割も責任も増えました。 

また、文教委員会（教育委員会とスポーツ文化局 

関連）に所属が決まり、今回文教委員長を拝命 

いたしました。円滑で活発な委員会運営に努めて 

まいりたいと思っています。 

 

さて、もちろん毎朝の駅頭（議会や雨の日以外）や、 

お困りごと相談は今まで通り続けていきますの 

で、みなさんお気軽にお声かけくださいね。 

mailto:info@kazumisaeki.com


市政に対するご意見やみなさまのモヤモヤ、お困りごとをお聞きかせください。 

みなさんのお声は右下の２次元コードから LINEでご連絡ください。 

市の情報や、佐伯かずみの情報も流しています。 

また月に１度 9時から大宮駅東口ゴミ拾い、もどってきて 

事務所で 10時から佐伯かずみカフェなんでも 

おしゃべり会を開催。次は 6月２５日（日）。 

ゴミ拾いは雨天中止。ご関心のある方は、 

LINEでお問合せくださいね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

  

 
 

 

 

 

  

  

５月臨時議会が開催されました 5/1・5/2 

【議長・副議長選出】 

 議長に江原大輔氏（岩槻区）  副議長に神坂達成氏（緑区）が選出 
 

【一般会計補正予算議案が可決】 

◎子育て世帯への特別給付金給付事業 

対象：児童扶養手当受給者、住民税非課税の子育て世帯 

給付額：児童一人当たり 5万円支給 

日程：令和 5年 5月下旬（申請される方は 6月以降） 

◎電力・ガス・食料品等価格高騰重点支援給付金給付事業 

～物価高騰により生活を支援するための給付金～ 

対象：住民税非課税世帯 

給付額：1世帯 3万円支給 

日程：令和 5年 7月上旬対象者に申請書を送付 

    令和 5年 7月下旬より支給開始 

※家計急変世帯も対象になりますが、条件あり。６月中旬以降にコールセンターが立ち上がるの

で問い合わせてください。 

コロナが 5類になって変わること 
１． 外出自粛期間について 

5 日間の外出自粛が推奨されています。ただし以前と違い法律に基づく自粛は求められて

いません。個人の判断にゆだねられています。 

※学校保健安全法施行規則では「発症したあと 5 日を経過し、かつ症状が軽快した後 1 日

を経過するまで」、を出席停止期間としています。 

２．濃厚接触者の取り扱い 

  特定もされず、法律に基づく外出自粛は求められません。 

３． 家族が感染した場合は 

可能であれば部屋を分ける。7 日までは発症する可能性があるので、マスクの着用やハイリ

スク者との接触を控える配慮を。 

４． コロナ検査の公費は 5月 7日で終了 

9月30日までは特定の治療薬と高額な入院費については公費負担。（埼玉県コロナ医療費

負担で検索を） 


